


２に示した。壁倍率は、「降伏耐力」、「終局耐力に（0.2/構造特性係数）を乗じたもの」、「最大

耐力の2/3」、「見かけのせん断変形角が1/120rad.時の耐力」のうち、最も小さい耐力値を採択し、

壁倍率１の基準値である1.96（kN/ｍ）と壁長0.91（ｍ）で除して求めた。実験より、パネル１段組の

(Ａ)とパネル２段組の(Ｂ)においては、壁倍率３という評価が得られた。また、(Ａ)については、最

終ステップ１回目の途中で、柱頭部の羽子板ボルトが切断して実験終了となったが、この時点でパネ

ル自体には大きな損傷は無く、実際はもっと大きな壁倍率で評価できると思われた。(Ｂ)についても、

最終ステップを３回繰り返したが、結局破壊までには至らず、さらに変形角を増すことで、最大耐力、

粘りともに大きくなることが推測され（図－２）、実際の壁倍率は本数値以上で評価できるものと思

われた。一方、パネル３段組の(Ｃ)と(Ｄ)は、ともに壁倍率２という評価であり、ダボ有り無しの差

は見られなかった。(Ｃ)は最終ステップ１回目途中で、治具の損壊が懸念されたため、その時点で強

制終了としたが、パネル自体は最終まで変形

させても大丈夫と思われた。いずれにしても、 表－２水平加力実験の結果

実験終了時点で、パネル自体に大きな損傷を

受けたものは無く、柱頭部の羽子板ボルトが

材にめり込んで、ほぞの引き抜けが生じると

いった形で終了した。今後、柱頭部の仕口部

を補強するには、羽子板金物では不充分と思

われた。

（Ａ） （Ｂ）

（Ｃ） （Ｄ）

図－２荷重と見かけのせん断変形角の関係
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降 伏 終局 最大 1/120ra d.
耐力 耐力 耐力 時の耐力 壁倍率
（kN/m） （kN/m） （kN/m） （kN/m）

Ａ 6.16 9.14 10 .5 6.62 0.30 3 .1
Ｂ 5.97 8.57 10 .4 6.14 0.29 3 .0
Ｃ 6.01 8.14 9.12 4.84 0.39 2 .1
Ｄ 3.95 6.26 8.02 4.18 0.28 2 .0
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